




従来,小児のⅠ型糖尿病の治療や生活指導について,抽象的に叙述されたものは大量存在し

たが,具体的かつ実践的に記述されたものは少なく,かつその内容も不十分なものばかりで

あった。自己インスリン注射,自己血糖測定の制度的導入によって,医師および患者と患者

家族,コメディカルス久タッフ,学校保健関係者の新しいガイドブックを求める声は日まし

につよくなっている。 

われわれは,昭和58年度までに集積した莫大な臨床研究データを資料とし,第1に医師むけ

の指針,第 2 に患児と家族,コメディカルスタッフ,学校保健関係者むけのガイドブックを

昭和 59,60 年度の 2年間で作成した。 


